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研究成果の概要（和文）： 

花や緑の存在によって私たちは“安らぎ”を感じるが、この時、ヒトの脳と身体の中でどの
ような変化が生じているのかはこれまで検証されてこなかった。本研究では実験的に作り出
された精神的ストレス状況下で「花の写真」を提示された条件と「花以外の写真」を提示さ
れた条件における血圧、ストレスホルモン、脳血流量を比較・検証した。「花」は精神的ス
トレスによって生じた扁桃体周辺領域の過活動を低減させることで近接する視床下部を抑
制する。その結果、交感神経系の活動が抑制され、血圧の低下（安定）やストレスホルモン
値の減少を生じさせることが示唆された。フィールド研究では数週間生活空間に切り花を飾
ってもらうことで、闘病中の患者の無気力感が低下し、家族のメンタルヘルスが向上した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

There have been few evidences to show physiological and neural reactions of humans 

viewing flowers. We compared changes of blood pressure, stress hormone and brain 

activations between condition of viewing a floral picture or other pictures, after 

psychological stress. Our results showed that a floral picture reduced effectively negative 

emotion, blood pressure and corticoid stress hormone which were elevated by psychological 

stress. We also found that the floral flower deactivate brain regions around the amygdala. 

Tease results showed that the deactivations of amygdale produce the decrease of 

activations in the hypothalamus, which may induce an advantage of parasympathetic 

nervous relative to sympathetic nerve, and reduce acute physiological reactions. In 

fieldworks, we provided cut flowers for patients with dementia and their care givers, and 

investigated their changes of mental health. The feeling of enervation of patients decreased 

and the mental well-being of care givers improved after they arranged flowers in their 

living spaces. 
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１．研究開始当初の背景 

花や緑の存在によって私たちは“安らぎ”
を感じる。花きはヒトの副交感神経系を優位
にすることで、交感神経系の過剰な興奮を和
らげ、ストレスを軽減させる可能性が高い。
しかし、これまでの先行研究では平常時に花
き類を被験者に提示しており、ストレス状況
下で花き類を提示した時の心理・生理的効果
はほとんど検証されていない。 
 

２．研究の目的 

花き類のもつストレス軽減効果とその
メカニズムを医学・生理学・神経科学の
各側面から明らかにし、その利用法を開
発することである。 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 20から 21年度にかけて、実験的
に作り出された精神的ストレス状況下で
「花の写真」を提示された条件と「花以外
の写真」を提示された条件で血圧およびス
トレスホルモンの値を比較検証した（図１、
図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１実験時の様子 
被験者の前にはモニターが置かれ、花の写
真もしくは花以外の写真が提示された。 
被験者の左手薬指もしくは人差し指に連
続血圧計のカフを装着し、心拍、収縮期血
圧、拡張期血圧、全抹消抵抗値を測定した。 
 

  

図２精神的ストレス喚起の手法の例 
静止画を用いた情動喚起システム（IAPS：
The International Affective Picture 
System, Lang, Bradley, & Cuthbert, 1999)
の中から恐怖や嫌悪感を喚起させる写真
を選び、モニターに映し出すことで被験者
にとって一時的な精神的ストレス状況を
作り出した。 
 
 (2) 22年度は精神的ストレス状況下で「花
の写真」を提示された時の特異的な脳活動
を fMRI（機能的磁気共鳴画像法）によって
検証した。 
 
(3)精神的なストレス軽減効果が期待でき
る花きの新しい利用法の一つとして、精神
疾患患者に生花（フラワーアレンジメン
ト）を用いたリハビリテーション法を開発
した。 
 
４．研究成果 
(1) IAPSの提示によって被験者の平均拡張
期血圧は 130ｍｍＨｇを越え、ストレス状
態となった。その「花の写真」を提示した
条件ではその他の写真を提示していた条
件に比べて、上昇していた血圧やストレス
ホルモン値が効率的に低下することが明
らかとなった。さらに、IAPS によって喚起
された被験者の不快感情についても「花の
写真」を見ることで低減した。 
 
(2)「花の写真」は主観的な不快感を低減
させると同時に扁桃体周辺の脳の過活動
を抑えることが明らかとなった。 
 
以上の結果をまとめると、「花」は精神的
ストレスによって生じた扁桃体の過活動
を抑制して主観的な不快感を低減する。ま
た扁桃体の活動低下は近接する視床下部
の活動を抑制し、交感神経系の活動を抑え
る。その結果として血圧の低下（安定）や
ストレスホルモン値の減少が可能になる
と考えられた。 
 
(3)フラワーアレンジメントを活用した認
知リハビリテーションにより、患者の意欲
向上、認知機能障害の改善効果が認められ
た。患者家族の精神健康調査においてもメ
ンタルヘルスの向上が認められた。現在、
同手法に関連する国内特許を出願し、審査
請求中である。 
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